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あ  い  さ  つ 

 

九州バドミントン連盟 

会 長   浦 山  茂 

 

 

 本日、ここに第６２回九州学生バドミントンリーグ大会が、ここ那覇市民体

育館において、３年ぶりに開催できることは、主催者として誠に喜ばしいこと

であります。 

新型コロナウィルス感染症の影響で２回の開催中止を余儀なくされました。

現在も感染症は、収束した訳ではありませんが、（公財）日本バドミントン協会

が示している「新型コロナウィルス感染症対策に伴うバドミントン活動ガイド

ライン（大会イベント実施版）」を遵守して開催することにいたしました。 

選手、監督の皆さんも大会前から PCR検査等を参考に体調管理され、期間中

もガイドライン等に従っていただきますようお願いします。 

本大会は、九州学生バドミントン界最高の団体戦であり、大学生競技者の大

きな目標とする大会となっています。学校から選抜された選手が戦うものの、

選手個人の技量だけでなく、全体のチームワークが試合の勝ち負けを大きく左

右するものです。本大会前にタイのバンコクで開催された世界男子団体選手権

大会（トマス杯）や世界女子団体選手権大会（ユーバー杯）における日本代表

選手の活躍（共に３位）等を参考にされ、リーグ優勝、上位クラスへの昇格な

ど所期の目的を達成されることを期待しています。 

最後に、本大会開催にあたり、コロナ禍の中における運営その他全般にわた

り大変ご苦労をおかけいたします関係者の皆様に心から感謝申し上げまして挨

拶といたします。 
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第 62 回九州学生バドミントンリーグ戦大会にむけて 

 

 

 

 

 

 

九州学生バドミントン連盟  

会 長  伊 藤  龍 峰 
 

第 62 回九州学生バドミントンリーグ戦大会が、5 月 19 日(木)～21 日(土)の 3 日間、

那覇市民体育館メインアリーナにおいて開催されます。本大会は一昨年と昨年の 2 年

に亘り、新型コロナの感染防止の観点から中止せざるを得ませんでしたが、今大会は、

このように開催できることを皆さんとともに喜びたいと思います(一昨年の第 60回大会は、

後日、代替試合として、「九州学生バドミントン 1 部リーグ交流戦」として、規模を大幅に縮小して開催

した)。開催に向けては、多くの方達にお力添えを得ましたことを、ここに謝意を表すと

ともに、参加選手が、開催のために献身的な努力してくれた方達に感謝するとともに、

彼らの努力を無駄にしないために、大会要項に記載している感染予防に関する規定を

遵守し、本大会を成功に導くための協力をお願いしたいと考えています。繰り返しに

なりますが、参加選手の 1 人ひとりが試合に臨む際はもちろん、滞在期間中の行動に

おいても、十分な感染予防策を講じて過ごすことを強く希望します。  

さて、本大会は、男女とも 2 複 3 単の団体戦で行われます。団体戦ですので、個人

の実力は言うに及ばず、団体としての総合力が勝敗を大きく左右することになります。

団体戦では、個々の選手が出場した試合に勝利することも大事ですが、たとえ負け試

合であったとしても、試合の中で如何に次の試合に繋ぐためのプレーをするかが重要

となってきます。選手個々のプレーがチームの雰囲気を形成し、全体の試合の流れを

決定付けることにもなりかねないからです。是非とも、一人ひとりがプレーの中で最

後まで諦めずにシャトルに食らいついていく姿勢を見せていただきたいと思います。

私は、主催者の一人として、本大会での戦いをとおして、個人の技量のレベルアップは

言うまでもなく、団体としての結束力を発揮するために必要なものとは何かを学ぶ場

にしてもらえたら、と切に願っているところです。 

 最後になりましたが、本大会を開催するにあたっては、多くの団体等にお世話にな

りました。共催をいただいた、沖縄県バドミントン協会と那覇市バドミントン協会を

始めとして、協賛をいただいた、ヨネックス(株)、(株)ゴーセン、(株)ビクター、ミズノ

(株)の各位、そして、主管として大会開催のための準備に奔走してくれた琉球大学バド

ミントン部の皆さんには、この場を借りて厚くお礼を申し上げますとともに、今後の

ご支援・ご協力をお願い申し上げて、私の本大会に向けての挨拶といたします。  
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歓迎のことば 

 

沖縄県バドミントン協会 

会 長  新 里  登 

 

 

 本日、第６２回九州学生バドミントンリ－グ戦大会が、ここ沖縄県で盛大に

開催されますことをお喜び申し上げますとともに、九州各県から参加してくれ

ました選手・役員の皆様を心から歓迎致します。 

 この大会は、当初２年前に予定されていましたが、コロナウィルス感染拡大

による世界的なパンデミックによって今年へと延期となりました。まだまだ、

色々なウイルス株が出現する中で感染拡大の終息には至らない状況ではありま

すが、皆さんの協力により感染対策をしっかりと強化し、無事に大会が終える

ことを希望いたします。 

 昨年は、東京２０２０オリンピック・パラリンピックも無事に開催され、バ

ドミントン競技では活躍が大いに期待されましたが、混合ダブルスで銅メダル

１個と少し残念な結果に成りました。しかし、パラリンピックではメダルラッ

シュと大いに喜ばせてくれました。次は、パリオリンピックです。バドミント

ン競技では、若い力が大いに台頭してきています。学生の皆さんがそれぞれの

大学で真摯にバドミントンに打ち込む事で、将来、国内外で活躍する選手の中

核を担ってほしいと思います。 

 今大会では、リーグ戦を通し最後まであきらめない気持ちを持ち、熱戦を繰

り広げていただきたいと思います。コロナ渦という状況ではありますが感染対

策に十分に気を付け、試合後はお互いの健闘をたたえ合い、沖縄の自然・文化

にも触れ、交流を深められることを願っております。 

 終わりに、本大会の開催にあたり多大なご支援とご尽力くださいました関係

各位の皆様に心より感謝申し上げますとともに、選手の皆様の活躍を心から祈

念申し上げ歓迎の言葉と致します。 
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大 会 役 員 

 
 

大会会長  九州学生バドミントン連盟  会 長  伊藤 龍峰 

 

大会副会長  九州バドミントン連盟    会 長  浦山  茂 

   九州学生バドミントン連盟  副会長  千住 浩造 

 

大会顧問    熊本県バドミントン協会   会 長  木村 洋一郎 

佐賀県バドミントン協会   会 長  中尾 昌由 

  長崎県バドミントン協会   会 長  里脇 清隆 

  大分県バドミントン協会   会 長  佐藤 英雄 

宮崎県バドミントン協会   会 長  相澤  潔 

  鹿児島県バドミントン協会  会 長  藤本  滋 

  沖縄県バドミントン協会   会 長  金城 芳雄 

 

大会参与 福岡県バドミントン協会   理事長  佐竹 養一 

熊本県バドミントン協会   理事長  水野 修身 

  佐賀県バドミントン協会   理事長  築地 孝彦 

  長崎県バドミントン協会   理事長  大塚 省一 

  大分県バドミントン協会   理事長  谷上 和年 

  宮崎県バドミントン協会   理事長  松岡 弘高 

  鹿児島県バドミントン協会  理事長  椎原 和郎  

  沖縄県バドミントン協会   理事長  新里  登 
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競 技 役 員 

 

 

 

大  会  委  員  長     九州学生バドミントン連盟 委 員 長  井島 悠貴 

 

大 会 実 行 委 員 長    九州学生バドミントン連盟 委  員  曽田 祐輝 

 

競 技 審 判 部 長      九州学生バドミントン連盟 副委員長  古賀 隆馬 

 

競 技 審 判 副 部 長  九州学生バドミントン連盟 副委員長  松谷 翔太 

 

審   判   員 各参加大学バドミントン部員  

 

会      計    九州学生バドミントン連盟 会  計  福本 雄也 

 

委      員  橋住 陸大 吉村 真琴 高田 燿輔 川久保 晴彦 

久保田 明輝 山口 謙志朗 末安 凌 鬼塚 寧音 

 

 

   



主審 主審 主審 主審

1日目 10時30分 九国 熊学 西工 九大 大分 日経、佐賀 鹿児島 西南 長崎、崇城 長崎総科 名桜 北九、琉球

西工 福大 熊学 日経 佐賀 九大、大分 長崎 崇城 鹿児島、西南 北九 琉球 長崎総科、名桜

熊本 九国 福大 日経 九大 佐賀、大分 長崎 西南 鹿児島、崇城 琉球 長崎総科 北九、名桜

西工 熊学 熊大

主審 主審 主審 主審

2日目 10時30分 熊大 福大 熊学 佐賀 大分 日経、九大 長崎 鹿児島 崇城、西南 北九 名桜 長崎総科、琉球

九国 西工 熊大 佐賀 九大 日経、大分 崇城 西南 鹿児島、長崎 北九 長崎総科 名桜、琉球

熊学 福大 西工 日経 大分 九大、佐賀 崇城 鹿児島 長崎、西南 琉球 名桜 長崎総科、北九

西工 熊大 九国

主審 主審

3日目 10時30分 福大 九国 2部1位 熊大 熊学 3部1位

1部5位 2部1位 福大 2部4位 3部1位 九国

※2日目以降の開始時刻が早まる可能性があります

1,2コート 3,4コート

タイムテーブル（男子）

1,2コート 3,4コート 5,6コート 7,8コート

1,2コート 3,4コート 5,6コート 7,8コート

tsubasa
テキスト ボックス
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主審 主審

1日目 10時30分 福大 熊学 北九 鹿児島 西南 琉球

九大 北九 福大 熊大 琉球 熊学

福大 西南 九大 北九 熊学 熊大

鹿児島 琉球 福大 九大 熊本 西南

福大 北九 熊学 琉球 西南 鹿児島

熊本 熊学 琉球

主審 主審

2日目 10時30分 鹿児島 九州 熊大 福大 琉球 九大

熊大 北九 鹿児島 九大 西南 琉球

鹿児島 熊学 北九 福大 熊大 西南

九大 琉球 熊学 鹿児島 北九 鹿児島

西南 熊学 熊大 福大 九大 北九

鹿児島 熊本 西南

主審 主審

3日目 10時30分 琉球 熊学 熊本 北九 西南 九大

福大 鹿児島 琉球 九大 熊学 北九

熊大 西南 福大 琉球 北九 九大

※2日目以降の開始時刻が早まる可能性があります

9,10コート 11,12コート

9,10コート 11,12コート

タイムテーブル（女子）

9,10コート 11,12コート

tsubasa
テキスト ボックス
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2022.05.19-21 那覇市民体育館

男子１部　選手名簿

大学名 監督 選手
九州国際大学 明神 憲一 吉松 基 弓削 昇成 羽生 秀平

山城 幸弥 中島歩夢 宗 昂洋
山下 史遠 東野 勇 須藤晟裕
浦駿介

熊本大学 菊本 健治 木下 朝陽 立道 光 中ノ森 大騎
西田 充寿 熊谷 翔 仲座 幸太
中野 健太朗 今田 光紀 末安 凌
東 幸暉

熊本学園大学 田嶋 真 髙野 拓也 仲間 諒太朗 吉原 陽平
上村 友己 上村 天斗 松尾 拓朗
伊部 孝洸 鈴木 颯太 田所 秀翔
宮本 蒼生

福岡大学 宮本 雄一 高橋 諒 津田 祐成 山本 京汰
松谷 洋輝 原口 大輝 川本 和駿
山元 雄太 濵野 夏揮

西日本工業大学 井上 翼 坂村 一樹 壇 隆介 渡邉 悠基
井島 悠貴 福田 勇斗 古川 航太郎
岩本 永輝 篠原 僚太郎 光富 琉偉
名切 拓麻

第62回九州学生バドミントンリーグ戦大会
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2022.05.19-21 那覇市民体育館

男子２部　選手名簿

大学名 監督 選手
九州大学 河合 諒人 古賀 隆馬 永山 敬太

荒川 惇熙 上畑 十弥 瓜生 柊介
椛島 僚二 原田 尚久 松谷 翔太
光畑 幸輝

佐賀大学 諸岡 颯太 廣瀬 涼 中尾 祐太
川久保 晴彦 西郷 広彩 諸岡 瑠馬
渡邉 皐生 瀧口 叶健 廣重 和政
原 拓夢

大分大学 岸本 慧悟 松尾 大地 松崎 海
久保田 航世 塚原 淳裕 東條 圭介
香川 音 久保田 明輝 高杉 亮太
中山 敬太

日本経済大学 蘭 和真 山本 陽向 福田 篤弘 東江 仁
駒場 大和 寺崎 知己 羽生 伊織
久保 淳 三浦 魁晟 福富 悠斗
武津 光希

第62回九州学生バドミントンリーグ戦大会
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2022.05.19-21 那覇市民体育館

男子３部　選手名簿

大学名 監督 選手
崇城大学 岩木 颯一朗 西堀恵司 國友結羽

諏訪文也 植原潤太郎 那須勇太
鈴木敬匠 黒木翔太 松尾圭祐
永井健斗

西南学院大学 原 慎吾 野依 賢吾 下川 恭平 岩崎 翔平
石原 慎ノ介 石井 達也 佐伯 俊輔
作元 大輔 松田 透真

長崎大学 田中 颯時 高田 燿輔 六反 祐樹
小柳 敦史 本田 悠人 音なぎ 皓紀
MUHAMMADRAIHANSYAUQI 中村 凌 佐々木 陵成

鹿児島大学 奥村 樹 鼓 寛大 宮本 海輝
熊本 雄太 永田 拓翔 栗山 拓人
武次 真 寺田 武将

第62回九州学生バドミントンリーグ戦大会
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2022.05.19-21 那覇市民体育館

男子４部　選手名簿

大学名 監督 選手
北九州市立大学 池田 修士 濱田 侑駄 宮川 拓朗 諸見里 真揶

石倉 翔 大塚 勝斗 徳本 羽希
太 陽斗

名桜大学 元角龍聖 但馬湧太 久保仁義
松本仁 古堅龍 宮崎颯

琉球大学 棚原 健 山下 凌雅 金城 圭佑
曽田 祐輝 砂川 瑠佑 新垣 尚真
小波津 璃王

長崎総合科学大学 佐藤 樹 森 晃成 小鷹 蓮椰 森 稔稀
田口 輝 樫田 宙夢 中村 駿太
松林 憲斗

第62回九州学生バドミントンリーグ戦大会
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2022.05.19-21 那覇市民体育館

女子　選手名簿

大学名 監督 選手
九州大学 仲嶋 美里 諌山 美桜子 小野 彩奈

田島 穂乃里 有馬 美月 田口 果林
松本 葵 今泉 杏果 谷口 舞
村田 玲美

北九州市立大学 池田 修士 吉村 真琴 岡田 奈千 片渕 満喜
塩見 歩己

熊本大学 菊本 健治 大家 安奈 小森田 彩菜 和久田 幸音
鳥越 未来

熊本学園大学 田嶋 真 瀨川 美里 境 綾乃 谷本 陽菜
原田 茉里亜 山口 留奈

琉球大学 高江洲 理奈 當眞 藍 諸見里 梨奈
小橋川 心 森 穂乃果 上里 蓮

福岡大学 西本 孝 古賀 咲直 今崎 真珠 亀井 菜々
中森 晴来 高木 さくら 吉田 瞳子
池田 桃花

西南学院大学 原 慎吾 森 菜月 牟田 夏樹 田崎 仁望
鎌田 真衣

鹿児島大学 安藤 みなみ 鬼塚 寧音 田中 千理
廣田 彩香 射場 清良

第62回九州学生バドミントンリーグ戦大会
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諸 注 意 １ 

 

［競技関係］  

 

１． 本大会は、令和 4 年度（公財）日本バドミントン協会競技規則及び公認審判員規程 

並びに本大会運営規程により行う。 

 

試合中のモバイル機器を利用したコーチングの禁止について 

2012 年 12 月にＢＷＦではモバイル機器（iPad・携帯電話）を使用しての試合中のアド

バイス・コーチングを禁止としました。 

本会としてもＢＷＦルールに基づき平成 25 度 5 月 11 日以降の全ての大会においてモバイ

ル機器使用による試合中のアドバイス・コーチングを禁止する事とします。 

公益財団法人 日本バドミントン協会 競技審判委員会（通達抜粋） 

 

２．コール後、5 分以内にチーム（選手）がコートに入らない場合は棄権とする。 

 

３． 団体戦のオーダー提出は指定する時刻までに web による提出を行うこと。遅れた場   

合は棄権とみなす。但し、試合が連続する場合はこの限りではない。 

 

４． 団体戦のメンバー変更は、本部が指定する時刻までに web による申請をすること。 

指定時間後の申請は認められない。 

 

５． 団体戦は 5 本総ての試合を行う。勝敗が付いた以降の試合については，メンバーチェ

ンジを認める。 

 

６． 団体戦は、第 1 シングルス・第 2 シングルス・第 1 ダブルス・第 2 ダブルス・第 3 シ

ングルスの順で行う。 

 

７．順位決定について、勝敗数が並んだ場合、以下の順で決定する。（１）得失マッチ数（２）

得失ゲーム数（３）得失スコア 

 

８．得失スコアまで並んだ場合、直接対決での勝者もしくは、直接対決の中で８（1）,（2），

（3）を順次適用する。 
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９．試合に出場する選手は必ず大学名を背面に表示すること。 

 

１０．空コートでのアップ・練習は認めない。 

 

１１．各ゲーム中、一方のサイドのスコアが 11 点になった時、60 秒を超えないインターバ 

   ルと第 1 ゲーム・第 2 ゲーム間、第 2 ゲーム・第 3 ゲーム間は 120 秒を超えないイ 

   ンターバルを認める。（競技規則第 16 条第 2 項） 
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諸 注 意 ２ 

 

［審判関係］ 

 

１．本大会は、令和４年度（公財）日本バドミントン協会競技規則及び公認審判員規程並び

に本大会運営規程により行う。 

２．審判は、各リーグ内で試合がない大学で線審し、主審、得点は当該試合大学の者が行う。 

３．サービスジャッジの採用については、主審と競技委員長が協議のうえ判断する。 

４．事故などの場合には、主審及び競技委員長が協議のうえ、試合の継続または棄権などの

決定を行う。 

５．団体戦におけるベンチは、主審に向かって右側を若番が使用し、ベンチ入りできる者は、

顧問・監督・コーチ・主将・主務・および団体戦登録メンバーのみとする。それ以外の

者はベンチに入る事は出来ない。 

６．汗拭き時には、審判の許可を得ること。 

 

 

［その他の注意］ 

 

１．体育館内のフロアー以外（ロビー・通路等）でシャトルを打つことは勿論のこと、素振

り等も禁止とする。 

２．会場内は、すべて禁煙とする。喫煙は、指定された場所のみを許可する。 

３．フロアー内は、土足・飲食を禁止とし、ロジンバック・雑巾をフロアー内に持ち込む場

合、フロアーを保護する物を床に敷くこと。 

４．部旗は、競技に支障のない大きさのものを使用すること。競技または大会運営に支障の

ある場合は大会本部より撤去を指示する事がある。また、ネットに向かって正面にある

場合、シャトルが見えにくくなる為、白色系のものは撤去を指示することがある。 

５．部旗等を付ける場合、紐等でとめること。 

６．盗難については責任を負いかねるため、貴重品および所持品の管理には各自で注意す

ること。 

７．ゴミは必ず各大学で持ち帰ること。 
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［感染症対策に関する注意］ 

１．コート内選手以外の総ての関係者はマスクを着用すること。 

２．団体戦の挨拶はサービスラインから行い、各ゲームの挨拶はラケットタッチで行う。 

３．声援による応援は極力行わず、拍手のみとする。 

４．シャトル交換は選手各自で行うこと。 

５．各試合、終了毎にベンチ、主審、線審の椅子を消毒し、モップ掛けを行う。 

６．本部の指示により適当な時間で換気を行うが、その際は速やかに指示に従うこと。 

７．他大学との接触は極力避け、応援および感染は各大学の指定場所で行うこと。 

８．食事をする際は原則 1 人で行い、各大学の指定場所で食事する場合は各自できるだけ

同じ方向を向いて摂ること。 

９．その他、日本バドミントン協会が提供しているガイドラインを熟読し、感染拡大防止を

徹底すること。 

 参考 URL：https://www.badminton.or.jp/covid-19_1/ 
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